
１　未来志向の教育

２　個の尊厳や人権の尊重

３　家庭・地域社会との連携（子どもの視点に立った教育）
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令和４年度　学校評価

　[各校の重点取組について]

【教育の基本方針】（尼崎市教育振興基本計画）

肢体不自由だけでなく様々な障害が重複している児童生徒に対応する教育、医療的ケアが必要な児童生徒に対応する命と向き合う
教育、教科学習ができる児童生徒に対応する教育など、幅広い教育が求められている。そんな中、まずは健康と安全を重点におい
て教育活動を行い、複数の教員による実態把握と多面的な理解に基づき、個別の教育支援計画や個別の指導計画を作成し、保護
者と密に連携を図りながら一人ひとりの将来の自立に向けた教育実践を行っている。それらを実現するため、また、センター的な役
割を担うためにも、様々な分野の研修を実施し教職員の専門性の向上を図っている。

取組 成果 課題と改善策

・個別の指導計画の新書式をもとに、正確な実
態把握を行い、発達段階に応じた目標や指導
方法を明確にし学習に活かしている。
・ＩＰａｄ、視線入力装置、視覚支援、サインな
ど、様々な補助手段を学習に取り入れている。
・摂食指導を通して、舌の動きなど口腔機能の
向上や食事動作の自立に向けた取組みを行っ
ている。
・医療的ケアについて看護師と連携を図るよう
努めている。

・個別の指導計画の新書式では、自立活動の
関連性がより明確になり、児童生徒の指導に
活かすことができている。
・補助手段を取入れることで、児童生徒のわず
かな動きを活用し学習に取り組むことができ、
主体的に学ぶことにつながり、意欲を引き出す
ことができている。
・自分で食べようとする動作や口腔に取り込む
動作の改善が見られ、安全な摂食につながっ
ている。
・医療的ケア児の理解につながっている。

・個別の教育支援計画の検討を行う。
・補助手段を取入れた学習を全ての教員がで
きるよう、教員研修を行う。
・安全に食事ができるとともに、主体的な動きを
引き出せるよう、教員研修を行う。
・高度な医療的ケアが必要な児童生徒が増え
ており、看護師との情報共有や連携がさらに必
要である。また、職種の違う立場での考え方な
ど、関係作りを深めることも必要である。

１　教育・学習内容を充実させ、確かな学力の育成と健やかな体づくりに
　取り組む

　（１）　授業改善の取組を促進するとともに、客観的なデータを踏まえた確かな学力の保証及び縦のつなが
りを重視した校種間の連携に努める
　（２）　障害の有無やその他の個々の違いを認識しつつ、様々な人々が生き生きと活躍できる共生社会の形
成の基礎となる特別支援教育の取組を充実させる
　（３）　食育を通して生活改善の取組を促進し、健全な心と身体を培い、豊かな人間性の育成を図る
　（４）　体育・スポーツ活動の取組を促進し、体力・運動能力の向上を図る
　（５）　積極的にICTを活用し、情報活用能力の育成を図る

取組 成果

学　校　評　価　の　観　点

２　心の教育を充実させ、自己実現の意識の高揚を図る

　（１）　基本的生活習慣確立の取組を促進し、心身共に健全な育成を図る
　（２）　道徳性育成の取組を促進し、多様性を受容し、思いやりに満ちた人間関係及び社会とのかかわりづく
りに努める
　（３）　各校のいじめ防止基本方針に基づき、誰もが安全・安心して過ごすことができる学校の環境づくりに
努める
　（４）　キャリア教育の取組を促進し、社会的自立に必要な能力の育成を図る
　（５）　不登校にならないようにするための学校づくりを進めるとともに、不登校児童生徒の学習環境の
　　　　 確保や家庭への支援に努める

課題と改善策



・育成委員会を実施し、児童生徒の情報を共有
し、課題解決に取組んでいる。
・児童生徒や保護者に寄り添い、内面理解に
努め、自己選択・自己決定など主体性を引き出
すよう取組んでいる。
・連絡帳や電話等で保護者と連絡を密にとり、
学年・学部で共通理解を図るよう努めている。
・進路専任教員を中心にそれぞれの実態に応
じたキャリア学習に取組んでいる。
・進路に向け、関係機関等を交えて、高等部2
年で進路調整会議を、高等部3年で移行支援
会議を実施している。

・児童生徒本人の課題や家庭環境における課
題など情報を共有することができ、指導や保護
者の対応につなげることができている。
・指導内容を工夫し、主体性を引き出す学習に
取組めている。
・コロナ禍ではあるが、保護者と密に連携を図
ることができている。
・教職員のキャリア教育に対する意識が高ま
り、指導に活かすことができている。

・コロナ禍であったが、感染状況を見て校外活
動を実施することができ、体験的な学習に取組
めたが、さらに工夫した取組みが必要である。
・進路に関する内容については、それぞれの学
部でのキャリア教育が進路につながることをさ
らに深めていく必要がある。



評価Ⅰ(教職員) 評価Ⅱ(校園長)

2.7 3

評価Ⅰ(教職員) 評価Ⅱ(校園長)

2.8 3.5

・綿密に情報共有を図り、コロナ対応について
は､全教職員で共通理解を図って取組むことが
できている。
・避難訓練等の実施で、児童生徒の安全を最
優先に考えることができ､危機管理意識、防災
意識を高めることができた。
・アクシデント報告を職員朝礼でアナウンスし、
全教職員で共有することで、事故防止に努める
とともに緊急時の体制整備を図ることができて
いる。

・コロナ感染防止対策については､今後も油断
することなく継続した取組が必要であると共に、
５類移行後の対応が課題である。
・全教職員で共通理解を図り､危機管理に努め
ているが､同じ事案が発生することもある。今後
も児童生徒の安全を意識し､全教職員の更なる
共通理解が必要である。
・児童生徒を含めた避難訓練を行い、実際の
異動等を体験する必要がある。
・安全面に関して､教員、生活介助員､バス乗務
員と連携し､引き続き､緊急時の対応等の共通
理解を深める必要がある。

課題と改善策

・引き続きコロナ対応委員会で､教職員の不安
な点や疑問点等を吸い上げ､様々な観点から
の対応を行った。
・コロナ禍のため､教職員だけでの避難訓練、
バス体調急変対応訓練、学習活動中の救急シ
ミュレーション等を実施した。
・インシデント・アクシデント報告などで共通理
解を図り、危機管理意識を高めている。

３　家庭・地域・学校の連携を深め、活力に満ちた学校園づくりに取り組む

　（１）　教職員の資質向上の取組を促進し、業務改善を進めながら学校の組織力及び教育水準の向上を
　　　　 図る
　（２）　学校と地域との連携・協働を推進し、地域とともにある学校づくりに努める

４　安全な教育環境を確保し、防災意識の高揚を図る

　（１）　安全教育の取組を促進し、登下校及び学校園内の安全確保を図る
　（２）　防災教育の取組を促進し、危機管理能力の向上を図る

取組 成果 課題と改善策

・複数担任制を導入し、保護者が学校に相談し
やすい環境作りに努めている。
・電話連絡だけでなく、動画配信や連絡帳など
様々な手段で保護者との信頼関係を深めるよ
う努めている。
・ＩＣＴの活用や手紙のやり取りで居住地校交流
に取組んだ。
・中央北生涯学習プラザを通して地域と連携が
図れるよう取組んでいる。

取組 成果

・コロナ禍で対面は難しいが、教員が工夫して
保護者と密に連絡をとり、信頼関係を築くこと
で、学校への理解が深まり、協力や支援を得る
ことができている。
・複数担任制により、児童生徒を多面的な視点
で捉えることができ、指導に活かせるとともに、
保護者とのより良い関係作りにつながってい
る。
・コロナ禍であるが、オンラインや手紙での居住
地校交流により、本校児童生徒の理解につな
がった。
・中央北生涯学習プラザを通して、地域との交
流などができ、児童生徒にとっての体験的な学
習につながっている。

・コロナ禍で保護者の来校制限を行っているた
め、日常の児童生徒の様子や教職員との関り
を参観する機会が少なくなっている。５類の移
行に伴い、少しずつ制限を減らし、より連携を
深める必要がある。
・コロナ禍により、訪問しての居住地校交流や
学校間交流などが十分に実施できていない。
ICT等の活用と、５類移行後の対面での交流を
行えるよう準備が必要である。
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教育目標「自立と社会参加をめざし、生きる力を育てる」

　（１）　教育目標の達成に向けた充実した教育活動の展開
　（２）　教育目標の具現化と指導の充実

取組 成果 課題と改善策

・小学部、中学部、高等部の系統的な学びの連
続性を意識した育成構想図を作成し、共通理
解をしながら取り組んでいる。
・個別の教育支援計画で本人・保護者と目標を
確認し､長期的な視野で、｢身辺自立｣「自己選
択､自己決定」「コミュニケーション力」が重要で
あると捉え､学校生活全般で取組んでいる。
・高等部卒業後の充実した豊かな生活に向け、
自立と社会参加､生きる力をキーワードに体験
的な学習に取組んでいる。
・個別の指導計画で一人ひとりの児童生徒へ
の目標をきめ細かく設定し､基本的な生活習慣
を含めて自立を促進する学習に取組んでいる。

・個々の重点目標を設定することで、主体性を
育み、より良い個々の成長発達につなげること
ができている。
・コロナ禍であったが、感染状況を見て、校外
活動も行い、校内での体験活動と含めて、児童
生徒の充実した学習につながった。
・自立活動を中心に将来の自立に向けた学習
に取組み、保護者との連携も図ることができて
いる。

・目標に対し、スモールステップで取り組み､児
童生徒の少しの変化や成長を保護者と共に喜
びあえることで､更なる成長発達へつなげていく
必要がある。
・体験的な学習は､本校の子供たちにとって､直
接的で理解しやすいので､今後も様々な工夫を
重ねながら取組んでいく必要がある。
・全教職員が教育目標を理解し､育成構想図を
もとに、それぞれの学部ごとの目標並びに一人
ひとりの目標達成に向けて、今後もスモールス
テップで取り組んでいく。

研究テーマ
「個々に応じた自立を目指したコミュニケーション力の育成」
　～発達段階と系統性をふまえた授業作り～

　（１）　研究テーマの達成に向けた充実した教育活動の展開
　（２）　研究テーマの具現化と指導の充実

取組 成果 課題と改善策

・研究テーマについて教職員全体で共通理解
を図った。その後、クラス単位での授業研究に
取組んだ。
・昨年度に引き続き、外部講師を招いての研修
会を約２４回実施し、全教職員の専門性の向上
に取組んだ。
・校内講師による新転任研修会を、１７回実施
し､新転任者の資質向上並びに専門性の向上
に取組んだ。
・２月３日に、市内小中学校、県内肢体不自由
学校に向けて、対面とオンラインのハイブリッド
による研究発表会を実施し、研究成果の発表
を行った。

・児童生徒の実態､取り組み内容や評価の共通
理解を図りながら研究を深めることができた。
また､その取組みについて､大学教授等からア
ドバイスを受け､今後の取り組む方向について
も学ぶことができた。
・新転任者の資質向上並びに専門性の向上に
生かすことができている。また､校内講師で行う
ことで､指導する側の更なる専門性の向上にも
つながっている。
・ハイブリッドで実施し、研究や授業等に対して
大学教授から指導助言を受け､今後にもつなが
る実りある研修となった。

・コロナ禍が続き､身体を触れて行う研修の制
限があり､特に経験の浅い教員にとっては､子
どもの対応に戸惑う場面もあった。工夫した取
組みが必要である。
・授業研究､全体研修会､自主研修会､テーマ別
研修会など教職員の資質向上と専門性向上を
図っているが、研修が多く学年会などの時間が
上手く取れない状況もでてきている。動画研修
など工夫が必要である。
・公開授業等､お互いが授業を見合えるような
工夫が必要であるがコロナ禍で難しい状況で
あった。ＩＣＴ等を活用した取組みについての検
討が必要である。

センター的役割の充実を図る

(1) 専門性やノウハウを生かし､地域の学校への支援の充実を図る
(2) 様々な視点をテーマとした研修を充実させ､教員の資質向上を図る
(3) 特別支援教育に関する研修・研究を実施し､専門性の向上を図る

取組 成果 課題と改善策

・専任コーディネーターを中心に市内の小・中
学校に対して教育相談を行った。今年度は、小
中学校合わせて６６ケースの相談があった。今
年度の特徴も昨年度に引き続き、６６ケースの
うち通常の学級の相談が３８ケースと多かっ
た。
・市教委との共催で夏季研修会を本校体育館
で２回実施し、８０名程度の参加者があった。ま
た、肢体不自由学級、小学校特別支援学級、
通級指導担当者、幼稚園特設学級、小学校な
どに向けた研修を実施した。
・専任コーディネーターが幼小中に向け、１回３
０分のミニ研修会をオンラインで実施し、どちら
も１００名を超える参加者があった。

・市教委の巡回相談ではなく、昨年度から本校
独自のコンサルテーションを実施したことで、相
談しやすくなった。
・昨年度に引き続き、通常の学級に在籍する発
達障害の相談が多かったことは、本校役割の
広がりを感じている。また、実施した学校に教
育相談報告を配布することで、各校でのフィー
ドバックにつながっている。
・専任コーディネーターを中心に、幅広く研修会
を実施したことで、市内特別支援教育の充実に
寄与することができているとともに、センター的
役割の充実につながっている。

・コロナ禍の影響で、校内研修会の際に､小・中
学校等に参加を呼び掛けることができなかっ
た。オンライン研修を含めた工夫が必要であ
る。
・校内支援や校外支援を専任コーディネーター
と学部コーディネーターを中心に行っているが､
若手教員の増加並びに臨時講師の数が増える
中､次期コーディネーター候補の育成に向けた
取組みが必要である。


